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社数 割合 社数 割合
食料品 118 8.85 5 4.10 
繊維製品 52 3.90 4 3.28 
パルプ・紙 24 1.80 2 1.64 
化学 186 13.95 19 15.57 
医薬品 54 4.05 6 4.92 
石油•石炭製品 10 0.75 ゜0.00 ゴム製品 18 1.35 5 4.10 
ガラス・土石製品 52 3.90 3 246 
鉄鋼 42 3.15 ! 6 4.92 
非鉄金属 29 2.18 ゜0.00 ，金属製品 89 6.68 ~ （，I 5.74 、機械 208 ! 15.60 19 15.57 
電気機器 222' 16.65 26 21.31 
輸送用機器 76 5.70 ， 7.38 
精密機器 48 3.60 2 164 
その他製品 105 7.88 ， 7.38 
製造業 1,333 100.00 122 100.00 
回答企業が多い業種は．「電気機器」 (2併士： 21.31%),「化学」と「機械」 (19社：
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aマルチナショナル企業 32社 (26.4%) 25社 (21.0%)
bグローバル企業 31社 (25.6%) 11社 (9.2%) 
cインターナショナル企業 叩士 (44.6%) 46社 (38.7%)
dトランスナショナル企業 4社 (3.3%) 37社 (31.1%) 
i 
入日 計 121社 (100%) 119社 (100%) 
図表3-3をみると，これまでの戦略としてもっとも多くの企業が挙げているのはイ
ンターナショナル戦略 (46.6%: 121社中団社）でありついで多いのがマルチナショナ





























1 2 3 4 5 6 7 
12社 25社 8社 22社 17社 18社 20社 122社
1.996 4 1 (9.8%) (20.5%) (6.6%) (18.0%) (13.9%) (14.8%) (16.4%) (4.16) 
35社 50社 11社 11社 8社 3社 4社 122社
1.538 2 2 (28.7%) (41.0%) (9.O/o） (9.0%) (6.6%) (2.5%) (3.3%) (2.4) 
2社 1社 13社 21社 11社 29社 34社 121社 ～ 
1.752 6 3 (1.7%) (9.1%) (10.75) (17.4%) (9.1%) (24.0%) (28.1%) (5.07) 
25社 31社 19社 26社 13社 5社 2社 121社















本 社 4.518 2.104 
他の海外子会社 2.629 1.620 
現地企 業 5.058 1.714 









1 2 3 4 5 6 7 
2社 1社 5社 14杜 13社 37社 50社 122社
5 
(1.6%) (0.8%) (4.1%) (11.5%) (10.7%) (30.3%) (41.0%) (5.84) 
1.369 6 
8社 4社 4社 19社 13社 37社 37社 122社
6 
(6.6%) (3.3%) (3.3%) (15.6%) (10.7%) (30.3%) (30.3%) (5.3) 
1.751 6 
10社 13社 12社 19社 23社 27社 18社 122社
7 
(8.2%) (10.7%) (9.8%) (15.6%) (18.9%) (22.1%) (14.8%) (4.52) 
1.890 5 







































1 2 3 4 5 6 7 
8 
48社 22社 11社 15社 9社 8社 6社 119社
1.890 2 
(40.3%) (18.5%) (9.2%) (12.6%) (7.6%) (6.7%) (5.0%) (2.69) 
， 17社 16社 10社り 14社 15社 26社 21社 119社 2.106 5 
(14.3%) (13.4%) (8.4%) (11.8%) (12.6%) (21.8%) (17.6%) (4.31) 
. 10 22社 29社 23社 13社 12社 15社 5社 119社 1.808 3 
(18.5%) (24.4%) (19.3%) (10.9%) (10.1%) (12.6%) (4.2%) (3.24) 
1 
7社 8社 14社 21社 17社 33社 21社 121社
1.762 5 
(5.8%) (6.6%) (11.6%) (17.4%) (14.0%) (27.3%) (17.4%) (4.78) 
J~ 3社 7社 1社 18社 24社 31社 27社 121社 ’‘ 12 
(2.5%) (5.8%) (9.1%) (14.9%) (19.8%) (25.6%) (22.3%) (5.10) 
1.609 5 
13 
5社 6社 13社 22社 24社 36社 14社 120社
1.577 5 






















販売価格 5.318 I 1.637 




































































漸近有意確率（両側確率） 1 。．036” , 
問8-5
o.i・ 
問8-6 1 問8-7 1 饗 8



























問8-1 問8-3 問8-7 問8-8 問8-9 問8-10 問8ll
漸近有意確率（両側確率） 0.001"' 0.012 . 0.001●●● 0.02・・ 0.001"' o.os・ 0.002'" 
問8-12 問8-13




















I 問8-3 1 問8-5 1 問8-6 1 問8-7 1 問8-9 1 問8-11 1 問8-13













1 問8-8 1 問89 1 問8-10 1 問811 1 問8-12
















































































































































販 売 生 産 研究開発 ムロ 計
1974年以前 52社 (33.8%) 29社 (18.8%) 牡土（2.6%) 邸社 (24.5%)
1975年～1985年 22社 (14.3%) 19社 (12.3%) 8社 (52%) 491士(14.1%) 
1986年～1990年 22社 (14.3%) 17社 (11.0%) l併士 (6.5%) 49社 (14.l%) 
1991年～2000年 18社 (11.7%) 29t士(18.8%) 1併士 (10.4%) 6冴士 (182%)
2001年以降 37社 (24.0%) 27社 (17.5%) 37社 (24.0%) 101社 (29.1%) 








































サンプル数 FACTOR! FACTOR2 戦略タイプ
CLUSTER! 13 1.12988 -1.12337 マルチナショナル
CLUSTER2 37 0.72592 0.43992 インター ナショナル・トランスナショナル
CLUSTER3 34 -0.68896 0.62638 グローバル






（崎 [(2018), 147ペー ジ］）。
会長 1社長 1経理部長 1 製造部長 1営業部長 I 人事部長＼企画部長
32.4% I 68.9% I 18.1 % I 23.3% I 26.8% I 11.8% I 10.0% 
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